
特別活動学習指導案 

学習者 附属小学校１年１組 30 名 

                              授業者 木村 友哉  

題材名  １－１なかよしいっぱいだいさくせん 

（学級活動（１）ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決） 
 
１．題材の目標 

（１）学級のみんなでもっと仲良くなるための方法について話し合ったり、仲良くなるための取組を準

備・運営したりする活動を通して、みんなで学級生活を楽しくするために、他者と協働して取り

組むことの意義を理解することができるようにする。 

（２）学級生活を楽しくするために、問題を発見し、解決方法について話合いの進め方に沿って合意形

成を図り、仲よく助け合って実践することができるようにする。 

（３）学級生活を楽しくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら、自己の考えをもち、役

割を意識して集団活動に取り組もうとするようにする。 

 

２．題材の評価規準 

 よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をより

よくしようとする態度 

全

体 

みんなで学級生活を楽しくする

ために他者と協働して取り組む

ことの意義を理解している。 

学級生活を楽しくするために、

問題を発見し、解決方法につい

て話合いの進め方に沿って合意

形成を図り、仲よく助け合って

実践している。 

学級生活を楽しくするために、

見通しをもったり振り返ったり

しながら、自己の考えをもち、

役割を意識して集団活動に取り

組もうとしている。 

事

前 

①学級会の役割、基本的な進め 

方を理解し、話合いの仕方を

身に付けている。 

 

②簡単な役割分担や準備の仕方

を身に付けている。 

①学級生活を楽しくするため

に、学級の問題を考え、表現

している。 

 

②解決方法について話合いの進

め方に沿って合意形成を図っ

ている。 

①学級生活を楽しくするため

に，見通しをもったり振り返

ったりしながら話合いや活動

の準備に取り組もうとしてい

る。 

 

実

践

中 

③決めたことを実践するために

必要な方法を身に付けてい

る。 

③合意形成したことについて仲

よく助け合って実践してい

る。 

②合意形成したことについて、

見通しをもったり振り返った

りしながら集団活動に取り組

もうとしている。 

事

後 

④他者と協働して取り組むこと

の意義を理解している。 

 ③集団活動に取り組んだことを

もとに、自己や集団の良さや

課題について振り返り、今後

の生活に生かそうとしてい

る。 

 

 

 

 



３．指導と評価の計画（８時間） 

【学習の素地として必要な授業の展開】 

時 ねらい（◆）と主な学習活動（〇） 

評価規準〈評価方法〉 

指導の改善に生かす評価「・」 

総括資料とするための記録に残す評価「○」 

知・技 思・判・表 主体 

１ 

◆学級活動の学習内容について、どんな学習をしていくのか予想をしたりクラスメイトと過ごす意義を

確認したりすることを通して、学級活動の学習の意義を理解し学級活動の学習に意欲を持つことがで

きるようにする。 

〇学級活動の授業ではどんな学習をするのかについ

て考える。(個人→ペアトーク) 

〇教師の用意した学級活動についてのスライド資料

を見ながら、クラスメイトの存在や学級の存在に

ついて考え、学級活動の学習の意義や目的を理解

する。 

〇学級全員が目指したい学級への願いを発表する。 

・〈発言分析・

行動分析〉 
 ・〈発言分析〉 

２ 

◆学級の目指したい姿について、学級全員の「どんな学級にしたいか」という願いを出し合い、グルー

プトークと全体で話し合うことを通して、学級テーマを決定し学級全員のがんばることを決めること

ができるようにする。 

〇学級活動の学習の意義や目的を再確認する。 

〇前時に出し合った目指したい学級の姿を確認し、

グループごとに比較し優先したい３つを決める。 

〇全員で学級のめあての言葉を考え、決める。 

  ・〈発言分析〉 

 

【本題材の指導と評価の計画(８時間)】 

時 ねらい（◆）と主な学習活動（〇） 

評価規準〈評価方法〉 

指導の改善に生かす評価「・」 

総括資料とするための記録に残す評価「○」 

知・技 思・判・表 主体 

１ 

◆学級のもっと良くしたいことについて、現在の学級の良さと課題について出し合いまず解決したい課

題を比べることを通して、学級の課題を見いだし課題解決しようとする意欲が高まるようにする。 

〇学級の良さや課題だと思うことについて出し合

う。 

〇グループごとに解決したい課題について比較・検

討し、優先順位をつける。 

〇グループで話し合ったことを発表し、まず解決し

たい課題を決める。 

 

・①<発言分

析・記録分

析〉 

・①<発言分

析・記録分

析〉 

モ

ジ

ュ

ー

ル 

兄弟学級である６年１組の児童に、学級活動でどんなことをしたらいいのかや今までどんな活動をして

きたのかについて、聞き取り調査をする。 

２ 

◆学級の仲をもっと深めるための活動内容について、６年生に聞いたことをもとに意見を出し合いグル

ープごとに出た案を比較・検討し学級全体で合意形成することを通して、学級で取り組むことを決め

ることができる。 



〇６年生に聞いたことをもとに考えを出し合う。 

〇出た意見に質問をする。 

〇グループごとに出た案を比較・検討する。 

〇学級で取り組むことに折り合いをつけて決める。 

 

・②<発言分

析・記録分

析〉 

・①<発言分

析・記録分

析〉 

朝

の

会 

合意形成して決まった活動内容(なかよしいっぱいまつり)について、どんなお店にするのか、そのため

にどんなものを作るのかについてグループごとに話し合い、計画を立てる。 

３ 

・ 

休

み

時

間 

◆「なかよしいっぱいまつり」に向けて、グループごとに話し合い、折り合いをつけながら自分たちの

お店の準備をする。 

〇グループで話し合って、この時間に何をだれが作

るのか確認し合う。 

〇おまつりでだすお店の準備をグループごとに進め

る。 

・②<発言分

析・行動分

析〉 

 

・②<発言分

析・行動分

析〉 

４ 

◆学級の仲をもっと深めるための「なかよしいっぱいまつり」を、仲よく助け合って実践することがで

きる。 

〇本時の活動の見通しを持つ。 

〇「なかよしいっぱいまつり」を実践する。 

〇振り返りを成長ノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

・③<発言分

析・記録分

析〉 

・③<発言分

析・記録分

析〉 

〇②<発言分

析・記録分

析〉 

５ 

◆「なかよしいっぱいまつり」を振り返り、良かった点とうまくいかず解決したい・もっと良くしたい

点を出し合い、問題を見出すことができる。 

〇前時に書いた振り返りを確認し、「なかよしいっ

ぱいまつり」を思い出す。 

〇良かった点やもっと良くしたい点を出し合う。 

〇次回に解決したいことを決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 〇①<発言分

析・記録分

析〉 

 

６ 

本

時 

◆「なかよしいっぱいまつり」をして見出された学級の問題について、どのように問題を解決していく

か改善策を出し合い、グループごとに出た案を比較・検討し学級全体で合意形成することを通して、

「なかよしいっぱいまつり」の内容や工夫を考えることができる。 

【想定される児童の姿】 
・じかんはいぶんをかんがえていなかったから、じかんをかんがえたほうがいいなぁ。 
・ぜんたいをすすめるしかいのひとがいたほうがいいんじゃないかなぁ。 
・もっとがっきゅうのみんなとはなしあえるようにしたいなぁ。 
・けんかがおきちゃったから、けんかしないでできるようにしたいなぁ。 

【想定される児童の姿】 
・なかをふかめることができました。 
・ともだちときょうりょくしておみせのじゅんびができました。 
・たくさんおみせにおきゃくがきてくれてうれしかったです。 
 



〇めあてや話し合うこと、理由を確認する。 

 

〇どんな工夫ができるかについて考え、全体で出し

合う。 

 

〇次回の工夫として必要だと思うものをグループで

検討する。 

〇次回に生かす工夫を決定する。 

 

 

 

 

 

 

・①<発言分

析・行動分

析〉 

〇②<発言分

析・記録分

析〉 

 

７ 

◆学級の仲をもっと深めるための「なかよしいっぱいまつり」を、前時の話合いで決まったことを生か

しながら、仲よく助け合って実践することができる。 

〇本時の活動の見通しを持つ。 

〇前時の話合いで決まったことを生かしながら、

「なかよしいっぱいまつり」を実践する。 

〇振り返りを成長ノートに書く。 

 

・③<発言分

析・行動分析> 
 

８ 

◆「１の１なかよしいっぱいだいさくせん」の活動について、事前から事後までの自分たちの様子の動

画を視聴したり、良かった点やもっと良くしたい点について話し合ったりすることを通して、今後の

学級生活につなげることを考えることができる。 

〇事前から事後までの自分たちの様子の動画を視聴

し、活動の全体を振り返る。 

〇「１の１なかよしいっぱいだいさくせん」をし

て、学級の良かった点やもっと良くしたい点を出

し合い検討する。 

〇今後の学級活動で解決していきたい課題の見通し

を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

〇④<発言分

析・行動分

析〉 

 ・③<発言分

析・行動分

析〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【想定される児童の姿】 
・「じかんのはんぶんでおみせをするひとおきゃくさんのひとでこうたいしたらいいんじゃない」 
・「おきゃくさんは、ぼうしをかぶってわかりやすくしたらどうかな」 
・「じゅんびができてないとこまるから、みんなであつまってじゅんびするじかんをきめたら？」 
 

【想定される児童の姿】 
・みんなできょうりょくしておまつりをしたらたのしかったなぁ。 
・みんなでなかをふかめることができたのでよかった。これからも、もっとなかをふかめたいな

ぁ。 
・みんなですると、ひとりでするよりもたのしいなぁ。 
 



４. 本時の指導（６/８） 

本時のねらい 「なかよしいっぱいまつり」をして⾒出された学級の問題について、どのように問題を解
決していくか改善策を出し合い、グループごとに出た案を⽐較・検討し学級全体で合意形
成することを通して、もっと学級の仲をふかめるような内容や⼯夫を考えることができる
ようにする。 

評価規準   「なかよしいっぱいまつり」をして⾒出された学級の問題について、もっと学級の仲をふ
かめるような内容や⼯夫を考えている。 

具体的な児童の姿 「じかんのはんぶんでおみせをするひとおきゃくさんのひとでこうたいしたらいいんじゃな

い」 

        「おきゃくさんは、ぼうしをかぶってわかりやすくしたらどうかな」 

        「じゅんびができてないとこまるから、みんなであつまってじゅんびするじかんをきめたら？」 

        「でも、こうたいしてもてんいんのタイミングがかさなったらはなせないんじゃない？」 

        「ともだちどうしでこえをかけあえば、おふざけがなくなるんじゃないかな？」 

 

時間 児童の活動 指導○及び留意点・ ◎評価〈方法〉※支援を要する児童への手立て 準備物 
5 １．話し合うことやめあてな

どを確認する。 
○⾃分の考えを持ったうえで話合いに⼊れるよう、事前に

成⻑ノートにそれぞれの考えを書いておくようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○前時の振り返りででた課題を確認できるようにする。 
 

成 ⻑ ノ
ート 

15 ２．けんかやおふざけをする
ひとがいなくなるにはど
うするか？について、グ
ループで考えを出し合い
検討した後に学級全体で
話し合い、次回に⽣かす
⼯夫を学級全体で折り合
い を つ け な が ら 決 定 す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇学級全体で、けんかやおふざけをするひとがいなくなる
にはどうするかについて意⾒を出し合い、⼀⼈ひとりが
⼯夫について理解できるようにする。 

・個⼈が⼯夫を出したあと、質問の時間をとるようにし
て、全員が話合いの⼟台にのれるようにする。 

※あらかじめ考えておいたものを発表するようにする。 
 
〇グループで話し合い、実践上の⼯夫を⽐較・検討する。 
・グループで話したことを記録できるように、グループに

⼀つホワイトボードを使えるように準備する。 
※⿊板の写真を、ロイロノートで送り、板書をもとに話し

合えるようにする。 
※１回⽬の「なかよしいっぱいまつり」の動画や写真をも

とに話し合えるように、⼦どもたちにロイロノートで送
っておく。 

 
〇グループで話し合ったことをもとに、「いけんのまとめ

かた」を⽣かしながら、学級全員で納得できるようにす
る。 

 

はなしあうこと①：けんかやおふざけをするひとがいなくなるにはどうするか？ 

はなしあうこと②：みんながおきゃくとてんいんのりょうほうできるようにするは

どうするか？ 

めあて：なかをふかめられるようなくふうをかんがえよう！ 

りゆう： 

「なかよしいっぱいまつり」をしたけど、けんかやおふざけをするひとがいたり、

ずっとおみせをするひとがいたりして、みんなとかかわることができなくて、なか

をふかめることができなかったから。 



・１つをえらぶのではなく、⽣かしたいものをえらべるよ
うにする。 

 
◎「なかよしいっぱいまつり」をして⾒出された学級の問

題について、もっと学級の仲をふかめるような内容や⼯
夫を考えている。〈発⾔分析・記録分析〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 ３．みんながおきゃくとてん
いんのりょうほうをでき
るようにするはどうする
か？について、グループ
で考えを出し合い検討し
た後に学級全体で話し合
い、次回に⽣かす⼯夫を
学級全体で折り合いをつ
けながら決定する。 

〇みんながおきゃくとてんいんのりょうほうをできるよう
にするはどうするかについて意⾒を出し合い、⼀⼈ひと
りが⼯夫について理解できるようにする。 

・個⼈が⼯夫を出したあと、質問の時間をとるようにし
て、全員が話合いの⼟台にのれるようにする。 

※あらかじめ考えておいたものを発表するようにする。 
 
〇グループで話し合い、実践上の⼯夫を⽐較・検討する。 
・グループで話したことを記録できるように、グループに

⼀つホワイトボードを使えるように準備する。 
※⿊板の写真を、ロイロノートで送り、板書をもとに話し

合えるようにする。 
 
〇グループで話し合ったことをもとに、「いけんのまとめ

かた」を⽣かしながら、学級全員で納得できるようにす
る。 

・１つをえらぶのではなく、⽣かしたいものをえらべるよ
うにする。 

 
◎「なかよしいっぱいまつり」をして⾒出された学級の問
題について、もっと学級の仲をふかめるような内容や⼯夫
を考えている。〈発⾔分析・記録分析〉 
 
〇話し合うことの２つをまとめ終えて時間が余っているよ

うであれば、活動を進めるようにする。 

 

１０ ５．本時の振り返りを⾏う。 
 

○めあてについての振り返りを、ロイロノートに吹き込む
ようにする。 

・⾃分⾃⾝の振り返りだけでなく、友達のよさや頑張りに
ついても振り返るようにするために、振り返りの視点を
与えるようにする。 

○全体で交流させる。 

 

 
 



【成果】 
・今回の議題は、⼀度実践した活動から振り返りを経て出た⼦供たち⾃⾝の問題である。⼀度活動をしてい

るからこそ、全員が議題について同じ⼟俵にのって話合いを始めることができた。 
・ロイロノートの録⾳機能を利⽤したことで、ひらがなを書いたり⽂を書いたりすることに時間がかかる児

童も授業時間内で振り返りを⾏うことができた。 
・１年⽣の児童でも話しやすいように、学級会の型を⼦供たちと共に作り上げていたことで、児童が⾃信を

もって話合いに望めていた。 
【課題】 
・話し合うことの⼀つ⽬が「けんかやおふざけをしないようにするためにどうするか」であったが、学級全

員で合意形成していく内容なのか、個々⼈が意思決定していく内容なのか、教師⾃⾝が⼦供たちの実態に
合わせて明確に判断する必要がある。 

・１年⽣の発達段階において、学級活動４５分の授業時間の運⽤の仕⽅について考え直す必要がある。 
・⼦供たちがより良く話し合うことができるように、話し⽅やホワイトボードの書き⽅などの指導も⽇々の
中でしておく必要がある。 

 
 
 
 


